
Introduction 

Result 

T-RFLP法によるV. simplex Y34の菌糸に内外生するバクテリアの群集構造解析 

  1．Veronaeopsis simplex Y34とは？ 

西南暖地，屋久島の雑木林の土壌より分離
された（2008，成澤）。 

エンドファイトとして広い宿主範囲を持ち、宿
主植物に対して生育促進、病害抑制および
環境ストレス耐性を付与する。 

V. simplex Y34のコロニー 

  2．V. simplex Y34から分離されたRhizobium sp. Y9について 

目的 
ゲノム情報に基づいたRhizobium sp. Y9の生態的
特徴および機能解明 

植物とカビとバクテリアが織り成す3者共生系 

ゲノム配列の相同性が高いRhizobium属細菌を用いて比較ゲノム解析を行った。そ
の結果、Y9はRhizobium sp. IRBG74及びR. radiobacter C58と高い相同性が確認
された。Rhizobium sp.  IRBG74は水生マメ科植物Sesbania cannabinaへの根粒
形成や稲のエンドファイトとして報告がある。 また、 R. radiobacter C58は植物にク
ラウンゴールを形成し、病原性を示すことが知られている。 

  3．菌類、バクテリアの植物根への定着   4．Y9とゲノム既知のRhizobium sp. との比較ゲノム解析 

Rhizobium sp. Y9 はV. simplex Y34の菌糸から分離され、菌類と植物へ共接種するこ
とで、植物の生育促進効果を増加させることが明らかとなっている。 

Rhizobium sp. Y9はV. simplex Y34

と植物の共生に影響を及ぼしている。 

 Rhizobium sp. Y9を利用することで、植物
の生育促進効果を増強させることが可能と
考えられる。 

◆Rhizobium sp. Y9はRhizobium sp. IRBG74やR. radiobacter C58と高い相同性 

  が確認されたが、プラスミドに関しては相同性は低かった。 

表2．Rhizobium sp. Y9、 IRBG74およびA. tumefacience C58の植物と関係する遺伝子 

菌糸内外にバクテリアが存在している。    

LIVE/DEAD染色により染色された 
菌糸内外のバクテリア 

近隣結合法を用いたRhizobium属細菌 16S rRNA系統樹 

Rhizobium mesosinicum DQ100063 

Rhizobium loessense AF364069  

Rhizobium yanglingense AF003375 

Rhizobium gallicum U86343 

Rhizobium indigoferae AF364068 

Rhizobium tibeticum EU256404  

Rhizobium etli U28916. 

 Rhizobium phaseoli EF141340  

Rhizobium pisi AY509899. 

Rhizobium leguminosarum bv. viciae U29386 

Rhizobium rhizogenes D14501  

Rhizobium vitis U45329. 

Rhizobium radiobacter D14500 

Rhizobium larrymoorei Z30542 

Rhizobium rubi D14503  

Rhizobium radiobacter PABac EU669179 

Rhizobium sp. Y9 

Bradyrhizobium japonicum U69638 

91 

52 
99 

100 

87 

93 

97 

97 

70 72 

92 

0.01 

V. simplexとY9のトマトへの共接種試験 

仮説 

→接種試験による植物根部への定着 

  様式やバクテリアのゲノム情報から 

    3者間の共生関係を解明する。 
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図2．Rhizobium sp. Y9、IRBG74およびR. radiobacter C58の比較ゲノム 

Linear chromosome Plasmid Circular chromosome 

また、3菌株の植物共生や病原性に関わる遺伝子を比較した結果、IRBG74および
C58はプラスミドにそれらの遺伝子が存在し、Y9はプラスミドにそれらの遺伝子を持
たないことが明らかとなった。 
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植物にV. simplex Y34およびRhizobium sp. Y9を接種し、根部からの
再分離を行った結果、同細菌は菌類と共接種することで、植物根部に
侵入・定着できることが示唆された。 

グリッドシート法により植物根部への菌類の定着率を測定した結果、 V. 

simplex Y34はRhizobium sp. Y9と共接種することで、植物根への定
着率が有意に増加した。 

接種3週間後のトマト根部へのV. simplex Y34の定着率 

接種3週間後のトマト根部へのRhizobium sp. Y9およびV. simplex Y34の再分離率 

Rhizobium sp. Y9はV. simplex Y34を介し、
植物根に侵入・定着する戦略を持っている。 

また、菌類の植物根の定着を促進することで、
自身の植物根定着の機会を増加させている。 

V. simplex Y34 Rhizobium sp. Y9 
植物根への定着促進 

植物根への侵入・定着の補助 

◆Rhizobium sp. Y9はV. simplex Y34と共接種することで植物根に定着できることが 

   示唆された。また、同バクテリアは植物根への侵入・定着に必要なエンドグルカナー 

   ゼ合成遺伝子が機能していないことが推察された。 

→Rhizobium sp. Y9は単独では植物根に定着できない代わりに菌類を介した植物根 

  への定着様式を獲得したと考えられる。 

→Rhizobium sp. Y9は、特有のプラスミドによって菌類との関わりを持つ生活様式を 

  獲得したと推察される。 
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